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こあぷれす
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　新年明けましておめでとうございます。

　会員および認証事業者の皆様、旧年中は協会の活動にご理解ご協力を賜り誠にありがとうございまし

た。本年も協会の使命である有機農業の普及啓発活動と有機JAS認証事業を着実に実施し、県内外の有機

農業の発展に貢献できるよう努めて参りますので、引き続きご支援のほどよろしくお願い申しあげます。

　さて、農林水産省によりますと、現在、鹿児島県内の有機JAS認証取得面積は北海道についで全国第２

位であり、この指標でみる限り本県は北海道に次いで有機農業が盛んな県となっています。このような状

況に至った背景として、本県では高度経済成長後の比較的早い段階から有機農業に取り組み、それを普及

継承してきた先人たちの活動があったかと思います。そのことを有機農業生産者の組織化という観点から

振り返ってみますと、本県では1978年5月に「鹿児島県有機農業研究会」が結成され、1984年5月「かごし

ま有機農業生産者組合」、1989年1月「あいら有機農法研究会」、1991年4月「かもう有機農業生産者組

合」がそれぞれ立ち上がっています。その後、「かごしま有機農業生産者組合」は1991年7月に「有限会

社かごしま有機生産組合」として法人登記され現在に至っています。また1980年４月に鹿児島市で発足し

た「正しい食べ物を創る会」は食の安心安全を求める生産者と消費者の集いで、2010年12月「NPO法人か

ごしま食の家族」として法人化されています。このほか「かごしま無農薬野菜の会」という生産者グルー

プも地道な活動を続けています。このように、県内各地で有機無農薬農業に取り組んでこられた先人たち

の奮闘を土台として、本県有機農業の現状があると言えるでしょう。

　そうした中にあって、本県農政当局は2021年3月「鹿児島県有機農業推進計画」を改定・公表していま

す。その中で有機農業の推進および普及の具体的な数値目標を設定し、(1)県内における有機農業の取り組

み面積を2019年の999haから2031年には2,000haに拡大する、(2)有機農産物等の消費に係る目標として、

「有機農産物をよく買う消費者の割合」で評価し、2019年に10％であったその割合を2031年には25％に引

き上げる、(3)県内における有機JAS認証取得割合を2019年の80％から2031年には90％に引き上げる、とい

った目標を掲げています。本県では現在この「推進計画」にもとづいて有機農業の推進が図られていま

す。有機農業推進法のもとで、県当局と中央政府が連携を図りながら確実で実りある政策を遂行されるこ

とを期待します。当協会も微力ながら有機農業の推進に貢献できるよう日々努めて参る所存です。

　激動する世界の政治経済情勢を鑑みますと、決して楽観は許されない状況ですが、新年が会員および認

証事業者の皆様にとって幸多き一年となりますことを祈念して新年のご挨拶とさせていただきます。

理事長　田代　正一
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新年のご挨拶



第15回オーガニックフェスタかごしま 11月26日、27日無事終了！
　コロナ禍での開催も3度目となったフェスタ。
今回3年ぶりに行動制限のない中での開催となり、リユー
ス食器やステージ企画の復活、出店者数もコロナ前の規
模に戻しての実施でした。
　コロナ前と比べていちばんの変化は、ボランティアの
参加者数が3年前とは比べられないくらい増えたこと！応
募の理由はそれぞれだけど、フェスタ終了後はオーガニ
ックに興味をもっている高校生、来年もまた参加したい
という方、そのまま実行委員になってしまうという方ま
でいらっしゃいました‼確実に着実に、老若男女問わず
オーガニックの輪が広がっているなと実感しています。
　まだまだ課題はたくさんありますが、このイベントを
通して少しでも多くの方に有機農業のことを知って頂け
ればと、切に願います。
　次の5年もその先も、オーガニックフェスタかごしまは
続きます！
　えいえい、オーガニック！！＼(^_^)／

第15回オーガニックフェスタかごしま2022
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ボランティアランチ、とってもおいしかったです♡
受験がなかったら来年も参加したい！
とっても楽しかった。
ゴミの仕分けとか勉強になりました。

　　　　　…etc　貴重なご意見ありがとうございました(̂ )̂/

　お手伝いいただきました会員、検査員、判定員、理事の皆
さま、またご協賛頂いた皆さま、ありがとうございました。
　今年もオーガニックフェスタかごしまをどうぞよろしくお
願いいたしますm(__)m
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http://www.famic.go.jp/syokuhin/jas/seminar_2022-12/

https://koaa.or.jp/for-certified-people/#



有機JAS講習会について



　2022年10月より新たな認証が始まり、有機加工食品において有機酒類が追加され、新しく外国格付表示業者の認証
が始まりました。
　そのため、今後の当協会の有機JAS講習会においては、いままでの内容と合わせて、それぞれの認証に必要な内容を
含めたものとなります。
　以前お送りした案内には、その旨が記載できておりませんでしたが、1月と2月に実施する有機JAS講習会において新
しい認証の内容を含むものとなります。また既に認証を取得されている方で、新たに外国格付表示業者の認証を取得さ
れる場合は、フォローアップ講習会を受講することにより、認証の技術的基準にて受入保管責任者、外国格付表示担当
者に求められる講習会の修了を満たします。
　今回は案内を同封しておりませんので、日程は下記をご確認いただき、詳細はホームページや協会へお問い合わせい
ただければ幸いです。

有機ＪＡＳ講習会日程

※2月17日(金)開催のフォローアップ講習会は、
開始時間・場所が変更になっておりますので、ご注意ください。
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　世界的な人口増加による食糧需要の増加や、ロシアとウクライナの戦争をきっかけにして、農業で使う肥
料や石油資材、家畜の飼料となる穀物の価格が高騰し、農家の経営を圧迫している。筆者も農業生産法人を
経営しており、少なからず生産資材価格の上昇で影響を受けているが、農業に関連する事業での影響も小さ
くない。
　例えば有機野菜を使った弁当・惣菜を製造する事業においては、月間で約8,000枚の容器を使っている。こ
の容器は石油製品もあれば、バイオマス容器、つまり植物原料のものもあるが、いずれも世界的な原材料高
により1年前と比較して15%ほどの値上がりとなっている。その他にも様々なメニューに使われる小麦粉や、
揚げ物用の油などの値上がりが目立っている。そして2022年後半からは畜産業界で起こっている飼料用穀物
の高騰によって、弁当の食材として使っているこだわりの豚肉や鶏肉、卵の生産者からも値上げの相談があ
り、当然のことながら受け入れてきた。その際、価格の決まっている弁当にはその商品に対する原材料費(原
価率)があるので、原価率が上がれば弁当の値上げを検討しなければならない。コスト上昇分をすべて価格に
転嫁できているわけではないが、その都度消費者や販売店に値上げのお願いをしてきた。
　では、農家はどうだろうか？　農産物の需給バランスによって相場が決まる青果市場に野菜を出した経験
が筆者はほとんどないので、ここでは価格が相手との交渉で決まる取引について述べたいと思うのだが、農
家は農産物を作るための肥料や資材代などの上昇に対して、取引価格を上げるということができているだろ
うか。製造業ではかかった製造原価を参考にして売価を決めるのが一つの方法であるが、そもそもの話とし
て、農業界には原価率の考え方は存在するのか？という疑問がある。何となくで決めているようなことはな
いのか。私自身への問いかけも含めて考えてみたいと思ったのだ。そうは言っても自然相手の農産物の性格
上、相場観を無視できないのは承知している。だが、客観的データとして、農業にかかるコストは近年上昇
の一途である。
　我が農業法人でかかったコストを調べたところ、ガソリンおよび軽油代が30%増(2020年比)、肥料代が種
類によっては9～25％増(2019年比)、段ボール代が25%増(2016年比)など、生産、販売に関わるコストが様々
に上がっていることが分かった。
　また参考までに、私が実家に帰って農業を継いだ2005年の鹿児島県の最低賃金は608円であった(厚生労働
省HP・地域別最低賃金全国一覧より)。現在は853円であるから、この間40%も上昇している。ここ数年は毎
年3%ぐらいずつ上がり続けている。賃金に比例して物価が上がっていればよいが、農産物の価格はこの20年
で上がってきただろうか？　少なくとも私が記憶している限りではそのようにはなっていない。
　食料自給率が先進国の中で極めて低い日本。食料の国内調達に対し、ようやく重い腰を上げたかに見える
我が国だが、農家がコストに見合った価格で取引ができなければ、この先も農業を生業として続けていくこ
とは難しいと感じる。農家が今やるべきは、自らが丹精込めて育てた農産物の良さを知ってもらうように努
め、その価値相応の値段を堂々とつけることであり、さらには日本の食を支える1次産業者としての誇りとプ
ライドを乗せることだと思う。厳しい基準をクリアした有機JAS農産物に携わる私たち認証事業者が率先して
価値に見合う価格で販売していくとともに、有機農業協会としてもその付加価値を高められるような普及啓
発活動に取り組んでいきたい。

農家は値上げをすべきではないか

常務理事　園山　宗光

COLUMN
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第5回ステップアップセミナー
開催予定！

2023年3月下旬ごろ予告！
普及啓発部より



日程・詳細は追ってお知らせいたします！乞うご期待‼
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